
〇元帳での仕訳入力時の注意点
仕訳辞書を使わず、自身で適用・金額・科目を入力する場合注意していただきたい点がござ
います。

例）肥料を現金で購入した場合

① 摘要を入力後、金額を借方・貸方どちらに入れても両側に金額が入るようになっており
ます。
         借方           貸方
本来であれば、肥料費 5,000   /   現金 5,000 と仕訳される。



② 次に、金額入力後、相手科目を選択すると貸方の金額が消え、借方に金額が残る状態に
なってしまいます。
この状態で登録してしまいますと、仕訳が逆の状態で登録されてしまいます。ソリマチ
の仕様上このようになっております。

対処法といたしましては、仕訳辞書を使っていただくもしくは相手科目の勘定科目を入
力してから金額を入れていただく方法どちらかで対応いただければと思います。


